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情幸踊u御とネットワークの融合による情報制御サービス連携

情報制御システムは.情幸綿り御とネットワークの融合を新たな課題としてとらえ,BとCおよぴl間の各制御サービス連携の中で,トータル

ソリューションを提供していく｡

lTの動向とそこから予想される次世代型情報制御システムのイメージを考えるとき,そこに求められる新たな課題は｢情幸縄り

御とネットワークの融合+である｡情軸制御システムのコンセプトの発展過程を,垂直統合,オープン化,ネットワーク化,お

よびユビキタス化の4世代に分けると,現在はネットワーク化の中にあり,その基本コンセプトを｢lP(lnternetProtocol)技術

による情幸綿り御のサービス化+として提案する｡

21世紀初頭の情幸縄U御システムはB(Business),C(Consumer),およびl(lndustry)の3極にまたがるプラットフォームの中

核になるものと位置づけ,日立製作所は,その上での豊富なアプリケーションノウハウと制御サービスを合わせたトータルソ

リューションを提供していく｡

はじめに

IT(Information Technology)革命という,産業革命

に匹敵する大きな衝撃波が,われわれの社会に押し寄せ

ており,それは21世紀初頭において,経済産業界だけ

でなく,個人生活や家庭にも大きな影響を与えようとし

ている｡

IT基本法の成立･施行を受けて,政府は,2005年まで

にわが国を世界に比肩できるIT先進国にするための｢e-

ジャパン構想+を発表した｡具体的には,新社会基盤,

特に高速インターネット網の全国整備を前提に,その上

での動画や音声などブロードバンドコンテンツを取り入

れた新しいサービスがさまざまな角度から提供されよう

としている｡情報制御システムは,電気,ガス,水道や

物流,交通など社会生活を支えるシステムとして位置づ

けられるが,そのコンセプトも歴史.Lの大きな変革期に

突入しており,IT時代の社会基盤を支える重安な構成要

素として,新たなソリューションが求められている｡
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ここでは,IT時代の社会を支える情報制御システムの

新たな課題と,それに対応した新しいコンセプトの提案,

および口立製作所の情報制御システムの今後の方向性に

ついて述べる｡

lTがもたらす未来社会イメージと新たな課題

2.11Tの動向

計算機が生まれて50年,マイコンが生まれて25年がた

ち,最近,情報社会のこれからの50年を予測する学会が

米国で開催される1∫など,計算機の歴史を振り返り,21

世紀を予測する動きが出てきている｡

こうした学会の論調を見てみると,情報処理技術の目

覚ましい進展(CPU性能,メモリ容量,ディスク容量,

通信容量などは最大3年で4倍,10年で2けたの割合で継

続的に向上している｡)に裏付けられた新しい文化の創造

を示唆しているものが多い｡この技術進歩はナノ技術の

時代に引き継がれ,今後とも微細化,高性能化のトレン

ドは進み,2015年ごろまではとどまるところを知らない

と言われている｡

このような歴史を裏返して,現状の技術レベルで従来

のシステムを新たに作るとどうなるかを考えてみると,

例えば,1970年代のマイクロプロセッサは,現状の技術

では,チップを0.1mm角以下という粒子の中に実装でき

る時代を迎え,通信やネットワークも低価格で利川でき

る時代を迎えたことになる｡

このため,従来,特定分野でしか利用できなかった情

報通信技術が,今後,思いもかけない分野に適用されて

いく可能性を秘めた時代を迎えている｡

･方,ITが適用される社会基盤を見てみると,電ノJや

上‾卜水道,鉄道,道路などは数l一年間にわたって使い続

けられるシステムであり,この間,その時々の損新のIT

を取り込みながら,10年,20年たった時も陳腐化するこ

となく拡張できるシステムアーキテクチャにしておくこ

とがきわめて重要である｡

2.2 未来社会のイメージ

情報社会の新しい動きを予測する手法として,現状の

延長線上の社会を考えるのではなく,遠い未来のイメー

ジを措いたあと,それに向かって,･･歩一▲歩開発を進め

る手法がよく取られている｡1945年の論文``As we may

think”コ}には,現在のパソコンやWWW(World Wide

Web)のハイパーリンクなどの概念がすでに示されてお

り,その後の研究テーマに大きな影響を-リーえた｡このよ

うな,技術の制限を排除して,将来の世界を描く手法を

``blue sky project(青天井プロジェクト)”と呼び,米国

でよく使われている:‖〔〕

この方法で未来の情報制御の世界を予測してみると,

2010年から2050年には以下のような世界が実現すると仮

定できる｡

(1)世界中のマルチメディア情報はネットワークで接続

され,地球の裏側からでも希望のリアル映像などが見ら

れる｡

(2)広義のロボットの技術や人⊥知能技術が使われ,人

の意岡を理解して行動をサポートする自動運転システム

がさまざまな所で提供される｡これらは,産業の生産ラ

インの効率化,交通機関の自動運転,家電占占の自動化な

どの分野で利糊される｡

こうした世界を｢エビキタス世界+と呼び,多くのシス

テム開発が進められている｡

この世界では,オフィスオートメーションのように両

面と対話する｢仮想的な+世界の情報通信技術ではなく,

物中心の｢リアル+社会でITが利用できる時代となってく

る｡すなわち,机上や計算機室に置かれた計算機と異な

り,21世紀は身の回りのさまざまなものに数多くの計算

機が実装され,かつ全世界とつながっているような世界

が予想できる｡

2.3 未来社会を実現する情報制御の課題

エビキタス世界では,センサヤアクチエエータ(モータ

など)も含めて,さまざまの機器が世界規模のネットワ

ークで接続される｡

このような｢制御の世界+をネットワークに接続するた

めには,｢情報制御とネットワークの融合+が新たな課題

になる｡具体的には,以下のようなことが必須となる｡

(1)制御の世界で重安となるリアルタイム性,信頼性,

セキュリティの確保と,ネットワークのオープン性とい

う相反する技術を両立させること

(2)耐環境性などの確保(電磁ノイズ,電圧,温度･湿

度など)

ネットワーク社会に対応した

システムコンセプト

3.1情幸臨り御システムのコンセプトの変遷

未来社会のイメージとこれまで日立製作所が培ってき

た情報制御技術の足跡との両面を踏まえて構築した,

次世代情報制御システムのコンセプトについて以下に述

べる｡

Lゴ立製作所は,過去30年以上にわたって情報制御シス
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テム技術を社会に提供し続けてきた｡この間,情報制御

を実現するうえで道具となる情報技術は大きな発展を見

せてきている｡日立製作所は,この動向に呼応し,情報

制御のコンセプトを豊かにするように努力してきた(図1

参照)｡

情報制御の幕開けである1960年代から1980年にかけて

は,高信頼･リアルタイム性を求めて基本ソフトウェア

"PMS(Process Monitor System)”を開発し,鉄鋼,電

力,自動車などの生産現場の自動化や,新幹線に代表さ

れる鉄道の運行管理を世界に先駆けて実用化し,わが国

の産業基盤の確立に寄与した｡これらの成果と,さらに

この技術を自動車エンジン制御へも展開した結果は,電

子立国日本の歴史を飾るものとして評価されている4)｡

その後,計算機のオープン化動向と軌を一にして,高

信頼･リアルタイム性だけではなく,情報制御における

オープン性を実現するために,UNIXやイーサネット削と

いった流通技術を導入した｡さらに,システムを構成す

る要素が流通部品となっていくことに着目し,生体細胞

1.情報制御技術の動向

垂直統合
(～1980年)

高信頼プロセッサ

オープン化
(柑81年～1995年)

汎用アーキテクチャ活用

イーサネットの利用

2.日立製作所の取組み

(1)コンセプト

ネットワーク化
(1996年～2005年)

lPの活用

ユビキタス化
(2006年～)

ブロードバンド1Pv6

近距離無線

どこへでも情報

制御サービス

知的連帯(システムサービス化)

情報社会基盤システム

自律分散(システムの動的更新･拡張)

生活基盤システム

計算制御(高信頼･リアルタイム)

産業基盤システム

(2)基盤技術

"川DtC80”

リアルタイムOS

(PMS)

データフリーウェイ

"HIDICV90”

UNIX*との共存
(RENlX〉

自律分散通信

(NeXUS)

"HF-W”

異種OS共存

(DARMA)

セキエア･

QoS保証IP

自己組織型通信
プロトコル

注:略語説明ほか

IP(lnternetProtocol〉,lPv6(lPVersion6),OS(OperatingSystem)

DARMA(DependableAutonomousHardRealtimeManagement)

QoS(QualityofService)

*UNlXは,×/OpenCompanyLimitedが独占的にライセンスしている
米国ならびに他の国における登録商標である｡

図1情報制御システムのコンセプトの変遷

情幸臨り御のコンセプトは,計算機技術の進歩に呼応して層を積

み重ねるように発展してきている｡今日では,岬(lnternet

Protocol)技術によって個々のシステムが連携した制御のサービス

化が重要なコンセプトとなっている｡将来は,ブロードバンド技

術などにより,どこへでも監視制御サービスを提供できる時代に

なってゆくものと考えられる｡

の新陳代謝のプロセスを手本とする｢自律分散概念+を提

唱した｡これは,システム要素を部分的に入れ替え‾可能

とすることで,システム全体をいつも最新の状態に保て

るようにしようというものである｡この概念に基づいて,

産業基盤はもとより,大規模な鉄道運行管理,上下水道

制御や新聞製作工程管理などの社会基盤へと情報制御シ

ステムの適用拡大を図った｡また,この概念は,大規模

なシステムを開発,運用するうえでの基本的なものとし

て,社会に広く受け継がれるようになってきている5川｡

今口,インターネット技術は,さまざまな場面に浸透

しはじめている｡その重要性をいち早く認識し,情報制

御システムに取り込んだのは1996年のことである7)｡これ

は,インターネット技術により,システムの関与者がき

わめて効果的に情報を共有できるようになることに着眼

したものである｡

しかし,その後の社会の要求は,単なる関与者内の情

報共有にとどまらず,幾つかの部署が共同して制御に当

たったり,社会に向けて情報を発信するといったことま

で広がり始めている｡

システムは,ネットワークを介して相互に連携して付

加価値をいっそう高め,幾つもの機能をユーザーの要求

に応じて提供する時代になり始めている｡例えば,河川

の情報制御システムは単にゲートの開閉をするだけでは

なく,流域に沿った風景を映像として社会に提供する機

能を含んだシステムへと変ぼうを遂げつつある｡

このような複合的な機能を提供するシステムを｢サー

ビスシステム+と呼ぶことにする｡情報制御とネットワー

クの融合によるシステムコンセプトを描いたものを図2に

示す｡

新たな情報制御システムは,単にインターネット技術

を導入するだけでは実現できない｡情報制御に必要とさ

れるセキュリティに対する厳しい要求や通信路上で生じ

る伝送乱れへの対処に加えて,サブシステムどうしの知

的連携といった挑戦的な課題に対するブレークスルーが

不可欠である｡日立製作所は,これらの課題解決を図るこ

とにより,情報制御のサービスシステム化を可能とした｡

3.2 情報制御サービスシステム化の典型的パターン

ネットワーク時代の情報制御システムのコンセプトに

基づいて,日立製作所は,情報制御のサービスシステム

化の成功事例をすでに幾つか生み出している｡この経験

※)イーサネットは,富士ゼロックス株式会社の商品名称で

ある｡
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システム関与者

tpネットワーク基盤

･サブシステムどうしの知的連携
情報セキュリティの確保

QoS保証

情朝制御システム

コントローラ

コントローラ

制御サーバ

監視端末

S肝

ファイアウォール

ウェブサーバ
lPネットワーク

端末

端末

端末

⊂遜亘≡亘二>>
特徴:システムにSIF(ウェブサービス)を付加

効果:プラント状況情報を広い範囲で提供が可能

(a)プラント監視システム

情報システム

図2

プト

情報サービス

制御サービス

ネットワーク時代における情幸Ⅰ捕叫御システムのコンセ

情報制御の要求を満足するIPネットワーク基盤が監視制御など

のサブシステム群を有機的に結び付け,システムの関与者に新し

い価値をサービスとして提供する｡

を通じてシステムには典型的なパターンがあることを見

いだし,この結果,多様な現実のニーズに対応できるよ

うにミドルウェアやソフトウェア部品を準備している｡

情報制御サービスシステム化の典型的なパターンを図3

に示す｡同国(a)は,情報制御システムにファイアウォ

ールとウェブサーバを付加することにより,制御対象の

状況をインターネット技術によってどこからでも知るこ

とができるようにするものである｡これは,サービスシ

ステム化の第一歩と言える｡

図3(b)は,サービスシステム化をさらに進め,複数の

情報制御システムを統合すると同時に,制御も一つのサ

ービスとして抽出するものである｡このために,制御サ

ービスにかかわる人が正当な資格を持っているかどうか

を厳しくチェックする認証機能と,ネットワークを流れ

る制御情報に対して伝送速度を保証するQoS機能を備え

たサービスマネージャを導入している｡

図3(c)は,上記のような制御サービスの対象をある地

域社会の全体にまで拡大するような場合を示したもので

ある｡ここでは,例えば,地域内の各家庭に相当する超小

型制御システムを中心とした無数の制御システムの存在

を想定している｡防犯や省エネルギーなど各家庭の多様

な制御要求にこたえるために,それぞれの制御サービス

を専門に提供するプロバイダの登場が必要になってくる｡

同国に示すように,広域サービスマネージャはそれぞれ

の制御サービスプロバイダがサービスを提供しやすいよ

うな機能を果たす｡具体的には,認証やQoS制御といっ

た某本的な機能に加えて,制御プログラムの配信管理

(｢エージェント管理+と呼ぶ｡)や制御サービスの課金管

理機能を備えている｡

情報制御システム

情報制御システム

情報制御システム

起小型制御システム

超小型制御システム

情報制御システム

情報制御システム

SIF

SIF

SIF

S】F

S】F

サービスマネージャ
(認証,00S制御)

岩軍選考:∋

遠方監視制御システム

鞄]
端末

<く:::遜重要≡壷:二]
特徴:認証と00S制御機能を備えたサービスマネージャによって

セキュリティとリアルタイム性を確保
効果:監視の集中化による現地サイトの省力化･無人化

(グローバルに展開したプラント群の集中管理も可能)

(b)遠方監視制御システム

広域サwビスマネージャ
(認証,QoS制鍬課金管理)

エージェント管理機能

制御サービス
プロバイダ

S】F

S】F

lPネットワ】ク

情報サービス

<二=璽蚕亘≡壷::]

制御サービス
プロバイダ

特徴:言那正とQoS制御に加え,エージェント管理や課金管理な

どを備えた広域サービスマネージャの導入
効果二制御対象の範囲が広く,力り多様な制御要求への対

応が可能(制御サービスを第三者にゆだねるという新
ビジネスモデルの実現も可能)

(c)広域サービスシステム

注:略語説明 SIF(Servicelnterface)

図3 情報制御サービスシステム化の典型的パターン

IP技術によって情幸綿U御システムではさまざまなシステム連携

が可能となり,サービスシステム化してきた｡日立製作所は.こ

れらのシステムパターンに基づいて,現実の多様な要求に応じら

れるミドルウエアやソフトウエア部品をそろえている｡

情幸臨帽Pシステムの将来展望

情報制御システムの将来の方向として基本的に求めら

れるものは,｢安全･安心で快適な社会生活を支えるシ

ステム+であると考える｡いつでも,どこでも,だれでも,

知らず知らずのうちに日常生活の中で共存しているシス

テム,そしてそれに支えられたエビキタス社会が近い将

来に現実のものとなっていくと思われる｡携帯が可能な

ウェアラブルコンピュータを通じて必要な情報がいつで

も手に入り,時間と場所を超越して,いつ,どこからでも

制御対象に対して操作ができるようになるための個々の

要素技術はすでに存在している｡これらを組み合わせて,

高信頼,高速,大容量のネットワーク基盤を構築し,セ

キュリティサービスを付加すれば,新社会基盤は完成す

る｡この巾では,制御をサービスとして提供する｢制御

サービスプロバイダ+という新しい事業者の出現も予想

される｡
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情報制御システムは,B(Business)とC(Consumer),

さらに電力,エネルギー,産業,交通,物流,公共など

のⅠ(Industry)を結び付けるものとして,B,C,および

Ⅰ間の連携の中で中核としての役割を果たすことになるも

のと考える｡従来型の情報制御ビジネスモデルでは,主

に企業と産業間,すなわちBとⅠ問の連携が中心であった｡

これからは,企業内個人と,さらに･-･般消費者を加えた

Cのカテゴリーが加わってくるものと予想できる｡例え

ば,電力会社では,電力自由化を背景として,電気,ガ

ス,省エネルギー,さらに各種付加価値サービスのベス

トミックスを追求するサービスプロバイダへと変ぼうし

つつある｡さらに,電力ネットワークの括剛こより,家

庭も対象とした各種のサービス事業に乗り出そうとして

いる｡一一部の電力会社は,センターシステムや電力ネッ

トワーク,各家庭の電力量計内蔵サーバなどで構成する

プラットフォームに多彩なサービスコンテンツを載せる

ことにより,モニタ家庭を募ってのサービス事業の実証

試験を進めている｡こゴ1はエアコンのオンオフやホーム

セキュリティなどの遠隔制御サービスを各家庭に対して

行う情報制御システムの新たな適用例であり,新社会基

盤の構築と合わせて,早期事業化が望まれる｡

情報制御システムでは,従来のプラントの監視制御シ

ステムを｢点+と仮定すると,ネットワークとの融合によ

り,｢線+,さらに｢面+としてのはがりが出来る｡

以上のような観点から,口立製作所は,今まで培って

きた豊富なアプリケーションノウハウに基づき,ネット

ワークを介した各種サービスや,ビジネスモデルまでを

視野に入れたトータルソリューションを提案,提供して

いくことにより,21世紀の情報制御ビジネスモデルを目

指す｡

おわりに

ここでは,IT時代の社会を支える情報制御システムに

ついて,｢情報制御とネットワークの融合+を新しい課題

とし,それに対応するシステムコンセプトとしての｢サー

ビスシステム化+と,将来の方向性について述べた｡

日立製作所は,基幹産業への基盤設備を提供する事業

や情報システム事業,さらに家電製品までを扱う総合電機

メーカーとしてのシナジー効果を通じて,顧客へのトー

タルソリューションを提供することを最大の使命とし,

今後もたゆまぬ技術開発と積極的な提案活動を進めてい

く考えである｡
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